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Self-introduction





私も、通所生活介護施設に通う三男がおります





合理的配慮のラインはどこなのか



校長先生が最終決定する 
組織として検討する義務がある 
（校内委員会の設定・検討）

後野文雄先生の研修資料より



後野文雄先生の研修資料より



後野文雄先生の研修資料より



紙のノートとタブレット、暗記学習に向いているのはどっち？ 実験
で明らかに

https://www.businessinsider.jp/post-291679

タブレットは慣れるまでは、操作に手間取ってしまいがちだ。その点、ノートはストレス
なく使うことができ、暗記に集中できる側面もあるかもしれない。 
デジタル化が進んだことによるメリットは数多くあるだろう。 
ただ、暗記学習の際は紙のノートと上手に使い分けることで、その効果を発揮できるので
はないだろうか。

https://www.businessinsider.jp/post-291679


PCだとスルーしてしまう誤字に、書類だと気づくのはなぜ？ 
紙に出力したほうが作業がはかどる理由

一番大きな影響は、触覚情報の不足です。脳は前後2つに分かれていますが、後ろにある頭
頂葉には見たり聞いたり触ったりした情報が集められ、それを前にある前頭葉に送り、過
去の記憶と照らし合わせて、体に命令を送っています。


このとき、頭頂葉の情報が少ないと判断材料が少なくなるため、体に送る命令が曖昧にな
ります。曖昧なぶん、正確な命令を送るために脳は修正作業をする必要が生じて、エネル
ギーを余計に使うことになります。

https://www.gizmodo.jp/2024/06/hp-smart-tank-7306-interview.html

たとえば、ホワイトボードに｢紙のメリットについて｣と書きながら｢ここ、テストに出ます
よ｣と言うことは可能ですが、キーボードで文字入力しながら別のことをしゃべるというこ
とはできないんです。


つまり、キーボードで文字入力をするという行為自体に脳の容量を多く使ってしまってい
るため、同時にほかのことが考えられなくなってしまうのです。

タブレットなどのデジタルデバイスで見ていると、文字を画像として脳が認識するため、
自分が今まで触れてきた文章と比較できず、不自然と感じないそうです。

https://www.gizmodo.jp/2024/06/hp-smart-tank-7306-interview.html


判断の視点 内容

① 個別性 障害の特性・学習のつまずきに応じて個別に検討する（画
一対応ではない）。

② 過重な負担でない 教員の体制や設備、他の生徒への公平性などを踏まえ、学
校運営に「過重な負担」とならない範囲。

③ 本来の学習評価の
趣旨を損なわない

学習の本質（例：理解力・思考力など）を評価する目的を
崩さない範囲。

① 法的な考え方（基礎） 

合理的配慮は、次の3つの視点で判断します。 
（出典：文部科学省「学校における合理的配慮等の提供について（通知）」 

2013, 2016年改訂） 



段階 例 配慮の位置づけ

1. 日常的な支援（指導上
の工夫）

座席位置の配慮、板書の提示、音
読負担の軽減、ICTの併用など

教師の裁量で柔軟
に実施

2. 試験・評価での配慮
（合理的配慮）

拡大文字、読み上げソフト、時間
延長、代読・代筆、入力回答など

校内で検討し、校
長が判断

3. 内容・方法の特例的変
更（カリキュラム変更）

教科の代替・学習目標の個別化な
ど

学校設置者・教育
委員会と協議が必
要

② 教育現場での実践基準（文科省・各自治体ガイドラインより） 

合理的配慮は、大きく次の3つの段階に整理されます。 



項目 合理的配慮として一般的に認
められる

学習評価の趣旨を損なう可能性がある（慎重
に判断）

読む 問題文の拡大、ルビ付き、読み上げ（人・機械）
文章読解を評価する問題での代読は慎重に
（読解力の評価が目的のため）

書く タブレット入力、ワープロ使用、口頭回答
書字技能そのものを評価する場面では制限あ
り

時間 制限時間延長（1.2～1.5倍程度）
時間無制限は学力の比較可能性が失われる場
合あり

環境 別室受験、静かな場所、照明調整
個別指導員付き添いによる過剰支援は公平性
に影響する場合

ICT
活用

読み上げソフト、拡大・入力
アプリ、辞書機能

AIによる自動要約・翻訳機能など、本人の思
考を代替するものは慎重に

③ 中学校の授業・試験でのライン（具体例） 



④ 実務的判断のステップ（中学校現場での流れ） 

1.担任・学年・特別支援教育コーディネーターで検討 
┗ 日常的な支援の延長か、試験時の特別な配慮かを整理。 

2.本人・保護者との合意形成 
┗ 「どんな配慮で本人の力がより正確に評価されるか」を共有。 

3.校長決裁・教育委員会報告（必要に応じて） 

4.記録・検証 
┗ 配慮の効果・妥当性を学期ごとに見直し。 



⑤ 参考資料 

• 文部科学省「合理的配慮ハンドブック（2023年改訂）」 
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/material/__icsFiles/afieldfile/
2023/03/10/1420065_01.pdf 

• 国立特別支援教育総合研究所「学校における合理的配慮事例集」 
https://www.nise.go.jp/nc/resources/support_systems/handicap 

•



タブレットを利用して具体的にどんなことができるのか





読むこと



iPad



読み上げコンテンツ



テキスト認識表示



アプリ　Furigana



ふりがなPDF



Windows



Edge 音声読み上げ



Yahooキッズ

https://kids.yahoo.co.jp

https://kids.yahoo.co.jp


AccessReading

https://accessreading.org/furigana/

https://accessreading.org/furigana/

https://accessreading.org/furigana/
https://accessreading.org/furigana/






ChromeBook









書くこと



iPad



音声入力



アプリ　UDトーク



多様なキーボード



日本語手書き　キーボード



Windows



ディクテーション



「Microsoft Word」で音声入力を行う方法

https://www.youtube.com/watch?v=Q--zq1_BsuI


キーボード選択

紙に書くことが苦手・ローマ字キーボードは苦手等の場合
に使いやすいタッチキーボードを選択。



フリック入力

タブレットモードにして、画面右下の［キーボードアイコン］をク
リックして画面にキーボードを表示する。［キーボード設定］アイ
コンをクリックすると、様々なキーボードが選べる。



OneNote

OneNoteやWordの数式エディタを利用すれば，いろいろ
な数式も簡単に綺麗に入力できます。



ChromeBook











聞くこと



Windows



PowerPoint 
字幕付きスライドショー

PowerPointでは、スライドショー時に任意の場所にリア
ルタイムに字幕を表示することが可能。





Teams 自動字幕表示

聞くことが困難は場合に、Teamsのテレビ会議の時に自
動的に字幕を表示させることが可能です。



ビデオリンク有

https://youtu.be/nspi0BUxDCM


合理的配慮をして、どのように成績に 
繋げていけばいいのか



① 基本原則：「能力を適正に評価するための配慮」である 

まず前提として、合理的配慮は 

成績を“甘くする”ための特別措置ではなく、 
障害等により不当に低く評価されることを防ぐための環境調整 
です。 

したがって、配慮を行った結果得られた成績は、 
「その生徒が本来持つ力をより正確に反映したもの」として扱うのが原則です。 
（出典：文部科学省「学校における合理的配慮等の提供について（2016）」） 



観点 目的 評価の考え方

① 学習内
容の理解・
思考

教科の本質的理解
をみる

読み上げ・入力補助などを行っても、理解・思考力
を適正に評価できる場合は、通常の評価として扱う

② 表現・
技能の評価

書字・作図・音読
など、表出技能を
みる

書字に困難がある場合、入力や口頭で代替可。ただ
し「表現方法」そのものが目標の場合は別評価とし
て記録する

③ 態度・
努力・学習
過程

取組姿勢・課題へ
の粘りなど

配慮の有無に関係なく、本人の成長や主体的な取組
を重視して評価

② 評価の3つの観点（文科省通知より） 

合理的配慮後の成績評価では、次の3つを明確に区別して考えると整理しやすくなります。 



③ 「公平性」と「公正性」の区別 

評価の議論でよく誤解されるのが、**公平（equal）と公正（equitable）**の違いです。 
• 公平： すべての生徒に同じ条件で評価すること 
• 公正： それぞれの生徒が力を発揮できる条件を整えて評価すること 

合理的配慮は「公正」に評価するための手立てです。 
したがって、配慮の有無で「成績を別枠にする」ことは基本的に行いません。 



評価場面 対応・記録の方法

通常の評価として
扱う

読み上げ・拡大・入力補助などを行い、内容理解を適正に測
れた場合は、他の生徒と同じ評価基準を適用

部分的に評価が難
しい場合

評価観点ごとに記録を分け、「○○の観点は代替的に評価」
と備考欄に記載

明確に異なる方法
で評価した場合

通知表や指導要録には「学習の実態に応じた評価」と記載
し、内部記録（支援記録等）に具体的方法を明記する

④ 評価の実務上の整理（現場での対応例） 



教科 配慮内容 評価の扱い

国語（読
解）

読み上げソ
フト使用

読解力を評価する問題でも、読む速度や視覚処理に困難が
ある場合は配慮可。内容理解をもとに通常の評価。

国語（書
写）

タブレット
入力

書字技能の評価では「別評価」として扱い、内容面（構
成・語彙など）は通常評価。

数学 代筆・入力
回答

計算・思考・解法を本人が行っていれば通常評価。書字代
行は評価対象外。

英語（リ
スニン
グ）

音量調整・
再生回数増 公平性を損なわない範囲で可。同等評価。

⑤ 具体例 



⑥ 評価結果の共有と説明責任 

• 校内で統一的な方針をもつこと（学年・教科間の差を減らす） 
• 保護者・本人への説明では、「特別扱いではなく、本人の力を正確に見るための配慮」で
あることを明確に伝える 

• 記録は詳細に残す（合理的配慮実施記録・指導要録別記） 
•



⑦ 参考文献・資料 

• 文部科学省『合理的配慮ハンドブック（2023年改訂）』 
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/material/__icsFiles/
afieldfile/2023/03/10/1420065_01.pdf 

• 国立特別支援教育総合研究所『学習評価における合理的配慮の考え方』2022 
https://www.nise.go.jp/nc/training/lecture/evaluation 

• 『特別支援教育の充実のための評価ガイドライン』文科省（2019） 

•



その他







기억하십시오. 당신의 클래스에 이런 아이는 없었습
니까? 칠판 노트 찍을 시간이 걸릴 아이. 노트 매스
에서 문자가 보이지 않거나 아이. 
책읽기가 즉 즉 밖에 읽을 수없는 아이. 분명있을 것
으로 생각합니다. 그들은 그렇게하고 싶어하고 있었
습니까? 아니면 열심히했던 것이지만 그렇게되어 
있었습니까?



まとめ



東京大学 先端科学技術研究センター
近藤　武夫先生の研修資料より



本人が用途に応じて
手段を選択できる力が必要

本人が支援をプレゼンできる力が必要



受験で機器の使用が認められないから
普段の授業でも書かせる

って適切な判断ですか？



読むのが難しいので音声読み上げ 
聞くだけでは理解しにくいかも・・ 

書くのが難しいのでキーボード入力 
手で書くよりも遅いかも・・ 

手法にこだわない 
アナログとのハイブリッド 
TPOに応じた使い分けが重要



発達障害児（者）の困り

出来ないのではなく苦手！・時間がかかる！ 

　出来ないよりはマシ 

　基本的に不便さは変わらない 

　（ICTで更に不便になるのは論外 

　　算数・数学・古文・・） 

指導者の基準で判断しない！ 

　キーボードの種類 

音声読み上げは読み間違えがあるので使わない 

　テスト・受験等で認められないから授業も不可 

　TPOに応じて使い分けられる選択肢の数が重要 

　　



参考図書





























































マジカルトイボックス 



「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　関係



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 
2011

魔法のじゅうたん 
2012

http://maho-prj.org/

魔法のランプ 
2013

魔法のワンド 
2014

魔法の宿題 
2015

東京大学先端科学技術研究センターとソフト
バンクグループは、携帯電話・スマートフォ
ン等の情報端末の活用が障害を持つ子どもた
ちの生活や学習支援に役立つことを目指し
2009年6月から「あきちゃんの魔法のポケッ
トプロジェクト」をスタートしました。 

https://maho-prj.org

魔法の種 
2016

魔法の言葉 
2017

魔法のダイアリー 
2018

魔法のWallet 
2019

魔法のMedicine 
2020

魔法のMeasure 
2021

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 
ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



EDGE



http://npo-atds.org 

https://www.facebook.com/takamatsu.takashi

http://npo-atds.org
https://www.facebook.com/takamatsu.takashi
http://npo-atds.org



